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  第 2 章では、ニセクロナマコ腸内から 141 株の分離株を得た。それらは 16S rRNA 遺
伝子解析の結果 55 種の細菌に分類され、Firmicutes 門、Protobacteria 門、Actinobacteria







  第 3 章では、大きさと体色の異なるマナマコ及び環境試料(堆積物、海水)から 1133 株
の分離株を得た。16S rRNA 遺伝子の解析により、分離株 231 株は Firmicutes 門、
Protobacteria 門、Actinobacteria 門に属するものであった。Bacillus 属細菌(20 種)において 
高い多様性が確認された。しかし、Vibrio 属細菌が検出されなかった。デンプン、セル 
ロース、キシランなどの糖質分解能を有する細菌が検出され、それらは主に Bacillus 属









  第4章では深海ナマコ腸内の異なる部位から、92株45 種の細菌を単離した。16S rRNA
遺伝子の解析により、これらの細菌は Firmicutes 門、Protobacteria 門に属し、主に Bacillus
属、Vibrio 属の細菌であった。腸前部由来 19 種、腸中部由来 20 種、腸後部由来 23 種が
単離された。14 種の細菌が複数の部位に存在し、腸後部にやや差異が認められた。耐塩





  以上、ナマコの消化管から多くの Firmicutes 門(主に Bacillus 属)、Protobacteria 門(主に
Vibrio 属)などの細菌を単離、解析し、腸内細菌相が高い多様性を持つことや各種糖質分
解能を持つことが明らかになった。これらの結果から、ナマコは宿主として、腸内微生
物に餌と棲息場所を与えており、上記の細菌群が腸内において糖質等の有機物を分解
し、その代謝産物や微量成分を宿主へ供給するという重要な役割を果たしていると考え
られた。即ち、宿主ナマコと腸内細菌の間には緩やかな共生関係が存在していることが
示唆された。また、生育環境の菌相に及ぼす影響についても考察した。本研究の成果は、
今後、ナマコとその腸内微生物の相互作用による海底物質循環及び難分解物質を分解す
る微生物の遺伝子資源の利用に関する重要な手掛りを与えると考えられる。 
